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中丹地域商業ガイドライン見直し案 新旧対照表 （組織名等の変更を除く）   
■目次 

現   行 見直し案 

 

（略） 

◆中心市街地エリア 

 福知山市の中心市街地エリアの概要 ・・・・・・・・  ５ 

 

 

 

 東地区（舞鶴市）の概要     ・・・・・・・・・  ７ 

 

 西地区（舞鶴市）の概要     ・・・・・・・・・ １０ 

 

 綾部市中心市街地（ＪＲ綾部駅周辺地区）の概要 ・・ １３ 

 

 

 

◆特定大規模小売店舗の誘導エリア 

 福知山市の誘導エリアの概要   ・・・・・・・・・ １６ 

 

 舞鶴市の誘導エリアの概要    ・・・・・・・・・ １８ 

 

 綾部市誘導エリアの概要     ・・・・・・・・・ １９ 

 

 

 

 

 

（略） 

◆中心市街地エリア 

 福知山市の中心市街地エリアの概要 ・・・・・・・・  ６ 

 

 舞鶴市の中心市街地エリアの概要（舞鶴市立地適正化計画に基づく

誘導区域） 

東地区            ・・・・・・・・・・  ９ 

 

西地区            ・・・・・・・・・・ １２ 

 

 綾部市の中心市街地（ＪＲ綾部駅周辺地区）エリアの概要  

・・１５ 

 

 

 

◆特定大規模小売店舗の誘導エリア 

 福知山市の誘導エリアの概要   ・・・・・・・・・ １８ 

 

 舞鶴市の誘導エリアの概要    ・・・・・・・・・ ２１ 

 

 綾部市の誘導エリアの概要    ・・・・・・・・・ ２２ 
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中丹地域商業ガイドライン見直し案 新旧対照表 （組織名等の変更を除く） 

■総括（Ｐ１、２） 

現   行 見直し案 

(略) 

２ 商業まちづくりの基本方向 

  ◆ 地域の概要 

 中丹地域は、人口は約２１．１万人、 

（略） 

平成７年開店の東舞鶴のラポール、平成１０年開店のジャスコ福知山

店、平成１２年開店の舞鶴ＳＣバザールタウン、平成２０年５月開店

のＳＵＰＥＲ ＣＥＮＴＥＲ ＰＬＡＮＴ-３ 福知山店の４店舗であ

る。 

 

 

 

◆ 人口・商業集積等の動向 

 人口は、平成２年が約２２．０万人、平成１２年が約２１．６万人、

平成１７年が約２１．１万人であり、微減傾向にある。 

 交通網については、ＪＲ山陰本線・福知山線・舞鶴線、北近畿タン

ゴ鉄道宮福線・宮津線といった鉄道が交差する交通の要衝であり、立 

体交差や新駅開業など整備が進められている。また、舞鶴若狭自動車

道や京都縦貫自動車道など道路整備も推進されているところである。 

 

一方、商業統計に見る小売業の年間商品販売額は、平成３年が２，

４１９億円、平成１１年が２，６２１億円、平成１６年が２，２６２

億円であり、近年において特に厳しい傾向にある。 

(略) 

(略) 

２ 商業まちづくりの基本方向 

  ◆ 地域の概要 

 中丹地域は、人口は約１９．４万人（平成２９年７月時点）、 

（略） 

平成７年開店の舞鶴市東地区のらぽーる、平成１０年開店のジャスコ

福知山店（現：イオン福知山店）、平成１２年開店の舞鶴ＳＣバザー

ルタウン、平成２０年開店のＳＵＰＥＲ ＣＥＮＴＥＲ ＰＬＡＮＴ-

３ 福知山店、平成３０年度に開店予定のジュンテンドー西舞鶴モー

ルの計５店舗である。 

 

 

◆ 人口・商業集積等の動向 

人口は、平成１７年が約２１．１万人、平成２２年が約２０．４万人、

平成２７年が約１９．６万人であり、微減傾向にある。 

 交通については、ＪＲ山陰本線・福知山線・舞鶴線、京都丹後鉄道

宮福線・宮舞線による鉄道交通網が形成されている。また、舞鶴若狭

自動車道は吉川ＪＣＴから福知山市、綾部市、舞鶴市を経て敦賀ＪＣ

Ｔまで伸び、平成２７年７月には京都縦貫自動車道が全線開通し、京

阪神地区と中丹地域や北陸地方を結ぶ交通の要所となっている。 

一方、商業統計に見る小売業の年間商品販売額は、平成１４年が２，

３１０億円、平成１９年が２，２９０億円、平成２６年が１，９２７

億円であり、近年において特に厳しい傾向にある。 

(略) 
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中丹地域商業ガイドライン見直し案 新旧対照表 （組織名等の変更を除く） 

■総括（Ｐ２、３）   

現   行 見直し案 

 

◆ 地域事情等 

  中丹地域については、優れた自然環境と歴史・文化を礎に、３市が

各々特色を発揮しながら発展してきた。 

  改正前の中心市街地活性化法に基づき、３市においては各々中心市

街地基本計画を策定し事業に取り組んできたが、法改正に伴い、計画

の変更・改定が課題となっている。 

  ロードサイド型の店舗の増加や少子高齢化の急速な進展など厳し

い環境変化の中で、駅周辺整備の推進や集客施設づくり、民間活力に

よる都市機能集積など、商店街を含めた中心市街地活性化を推進する

ことが急務となっている。 

 

 

 

３ 地域内の中心市街地エリア 

（略） 

 

 

 

◆ 東地区（舞鶴市） 

 

◆ 西地区（舞鶴市） 

 

◆ 綾部市中心市街地（ＪＲ綾部駅周辺地区） 

 

 

 

◆ 地域事情等 

  管内の商店街は、古くから「まちの顔」として栄えてきたが、郊外

への大型店の出店、地域経済の低迷、少子高齢化の進展に加え、消費

志向の多様化や消費行動の広域化などにより多くの空き店舗が発生

するなど、商店街の衰退が進行している。このような中、中心市街地

の賑わい創出や商店街・商業の活性化に向け、商店街団体等の行う集

客力の向上や賑わい創出の取組を補助金等を活用し促進しているが、

商店主の高齢化や後継者不足の深刻化もあり、厳しい状況が続いてい

る。一方、福知山市においては、京都府で初めて国の認定を受けた「福

知山市中心市街地活性化基本計画」が平成２８年度から２期目に入

り、まちなかへの回遊を促すための集客拠点施設の整備、空き店舗の

活用等賑わい創出事業に取り組んでいる。 

 

３ 地域内の中心市街地エリア 

（略） 

 舞鶴市の中心市街地エリア（舞鶴市立地適正化計画に基づく誘導区

域） 

 

◆ 東地区 

 

◆ 西地区 

 

◆ 綾部市の中心市街地（ＪＲ綾部駅周辺地区）エリア 
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中丹地域商業ガイドライン見直し案 新旧対照表 （組織名等の変更を除く）  
■総括（Ｐ３）   

現   行 見直し案 

 

４ 地域内の特定大規模小売店舗の誘導エリア 

（略） 

◆ 綾部市誘導エリア 

 

（略） 

（追加） 

 

 

 

 

 

 

５ 特定大規模小売店舗に求める地域貢献策 

（略） 

（７）行政等が取組む交通安全・交通渋滞対策への理解と協力 

 

４ 地域内の特定大規模小売店舗の誘導エリア 

（略） 

◆ 綾部市の誘導エリア 

 

（略） 

※「誘導エリア（特例誘導エリア）」 

 誘導エリアに指定するエリアのうち、中心市街地以外で、既に特定

大規模小売店舗が立地しているエリアであり、その商業集積地として

の役割を今後においても保持するために、特定大規模小売店舗の立地

可能エリアとして指定するものをいいます。 

 

 

５ 特定大規模小売店舗に求める地域貢献策 

（略） 

（７）行政等が取り組む交通安全・交通渋滞対策への理解と協力 
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中丹地域商業ガイドライン見直し案 新旧対照表 （組織名等の変更を除く） 

■福知山市の中心市街地エリアの概要（Ｐ６、７）   

現   行 見直し案 

 

２ 中心市街地エリアの現況・特色 

（略） 

（３）本市の中心市街地の特徴は、大規模な再開発が行われているＪ

Ｒ駅舎に隣接し、 

（略） 

（４）西部地区は、連続立体交差事業とそれに伴う駅周辺整備計画（平

成２０年度完成予定）等多額の資本を投入しており、 

（略） 

(追加) 

 

 

 

 

３ 中心市街地エリアの総面積 

   約１，１６８千㎡ 

 

４ 中心市街地活性化基本計画の策定状況 

  平成１２年３月１６日策定済 

 

 

 

５ 中心市街地活性化基本計画の国の認定等の状況 

     平成２０年度認定申請予定 

 

２ 中心市街地エリアの現況・特色 

（略） 

（３）本市の中心市街地の特徴は、大規模な再開発が行われたＪＲ駅

舎に隣接し、 

（略） 

（４）西部地区は、連続立体交差事業と駅周辺整備事業等多額の資本

を投入しており、 

（略) 

（６）平成２３年３月「福知山市中心市街地活性化基本計画」が国の

認定を受け、駅周辺、城周辺、広小路通りにおいて主要事業を実施し

た。平成２８年３月に第２期計画の国の認定を受け、さらに事業を推

進している。 

 

３ 中心市街地エリアの総面積 

   約１１６ｈａ 

 

４ 中心市街地活性化基本計画の策定状況 

平成１２年３月１６日策定済 

平成２３年３月２５日策定済 

平成２８年３月１５日策定済 

 

５ 中心市街地活性化基本計画の国の認定等の状況 

平成２３年３月２５日 認定 

平成２８年３月１５日 認定 
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中丹地域商業ガイドライン見直し案 新旧対照表 （組織名等の変更を除く）  
■福知山市の中心市街地エリアの概要（Ｐ７、８）   

現   行 見直し案 

 

６ 中心市街地エリアの現状と将来目標 

（ ※ 中心市街地活性化基本計画の認定申請に向けて検討中。） 

◆ 市街地整備改善及び商業等の活性化の基本方向 

 

 

 

 

 

 

（略） 

◆ 数値目標 

◇ 人口 

現状（平成１７年１０月１日国勢調査人口） 

     ６，３７６人 

 

◇ 主要駅の乗降客数 

現状（平成１７年計 ＪＲ・ＫＴＲ福知山駅） 

１，７７０，９３９人 

 

◇ 歩行者通行量 

    現状（平成１９年２月、福知山商工会議所調査 平日 全調

査地点の計） 

 １４，６８２人 

 

◇ 空き店舗数 

   現状（平成１９年９月、福知山商工会議所 活用可能店舗） 

     ２４店舗 

 

６ 中心市街地エリアの現状と将来目標 

 

◆ 市街地整備改善及び商業等の活性化の基本方向 

（１）平成２３年３月に福知山市中心市街地活性化基本計画が国

の認定を受け、駅周辺をはじめとして、城周辺、広小路通りの整

備を進めてきた。 

（２）平成２８年３月には第２期の認定を受けて、広小路通りの

電線類地中化工事や駅正面通りのリニューアル事業を進めてい

る。 

（略） 

◆ 数値目標 

◇ 人口 

現状（平成２９年９月末 住民基本台帳人口） 

   ５，４８０人 

５年後（平成３４年度）目標 

     ５，４４４人 

１０年後（平成３９年度）目標 

     ５，４４１人 

 

◇ 歩行者通行量 

現状（平成２９年９月 中心市街地活性化基本計画 日・月の

平均） 

４，０６６人 

５年後（平成３４年度）目標 

 ４，４７２人 

１０年後（平成３９年度）目標 

 ４，９１９人       
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中丹地域商業ガイドライン見直し案 新旧対照表 （組織名等の変更を除く） 

■舞鶴市の中心市街地エリアの概要 東地区（Ｐ９、１０）    

現   行 見直し案 

 

東地区（舞鶴市）の概要 

 

 

１ 区域 

北端：舞鶴東港 

東端：市道千歳通線～市道与保呂西岸線 

南端：市道三安通線 

西端：国道２７号～和泉通線～波崎通線 

 

２ 中心市街地エリアの現況・特色 

  （略） 

碁盤目状に区画した市街地は、通り名に軍艦名がつけられるなど海

軍とゆかりが深く、付近で土地区画整理事業による整備も進む。近年

は、軍が残した近代化遺産である赤れんが倉庫の活用を進めており、

赤れんが博物館、市政記念館に続き、平成１９年４月にオープンした

歴史文化遺産とまちづくりの拠点施設である智恵蔵の整備のほか、赤

れんが倉庫群全体を保存・整備し、「赤れんがパーク」としての活用

を検討している。 

 

３ 中心市街地エリアの総面積 

      約１，６７０千㎡ 

（略） 

５ 中心市街地活性化基本計画の国の認定等の状況 

      認定申請について検討中 

 

 

 

 

舞鶴市の中心市街地エリアの概要（舞鶴市立地適正化計画に基づく誘

導区域） 東地区 

 

１ 区域 

北端： 市道潮路通線 

東端： 市道八雲通線～市道千代田通線～市道和泉通線 

南端： 市道森本町溝尻線 

西端： 市道七条通線～府道舞鶴和知線 

 

２ 中心市街地エリアの現況・特色 

 （略） 

碁盤目状に区画した市街地は、通り名に軍艦名がつけられるなど海

軍とゆかりが深く、東舞鶴駅周辺地区では土地区画整理事業による整

備により、南北市街地の一体化が図られた。東舞鶴駅北側では中心市

街地を形成してきた商店街が位置しており、南側には大型商業施設が

立地している。 

 

 

 

３ 中心市街地エリアの総面積 

約６４２千㎡ 

（略） 

５ 中心市街地活性化基本計画の国の認定等の状況 

なし 
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中丹地域商業ガイドライン見直し案 新旧対照表 （組織名等の変更を除く）   
■舞鶴市の中心市街地エリアの概要 東地区（Ｐ１０） 

現   行 見直し案 

 

６ 中心市街地エリアの現状と将来目標 

◆ 市街地整備改善及び商業等の活性化の基本方向 

   東地区は、市街地中心にまとまって集積している商店街において

来街者の減少による売上の減少、商店主の高齢化、後継者不足などに

よる空き店舗・空き地の増加といった商業の衰退が中心市街地に大き

な影響を与えていることから、ＪＲ東舞鶴駅北の商店街集積エリアを

「にぎわいと商業のコアゾーン」と位置付け、商店街の活性化や、暮

らしやすい住宅・住環境整備を推進するとともに、港町ルネッサンス

をテーマに海軍の遺産である赤れんが倉庫群や海に関係する資産な

どの港文化を活かし、その魅力を感じることができるまちづくりを進

め、市内観光や広域からの集客を意識したまちづくりを進めていく。 

 

  ◆ 数値目標 

    ◇ 人口 

          現状（平成１７年国勢調査人口） 

            ６，３８７人 

          ５年後（平成２４年度）目標 

            ６，６００人 

 

    ◇ 若年者人口 

          現状（平成１７年国勢調査人口１５～２９歳 市域全体） 

            １４，２７７人 

             

 

    ◇ 事業所数 

 

           

 

６ 中心市街地エリアの現状と将来目標 

◆ 市街地整備改善及び商業等の活性化の基本方向 

 東地区は、市街地にまとまって集積している商店街において来街者

の減少による売上の減少、商店主の高齢化、後継者不足などによる空

き店舗・空き地の増加といった商業の衰退が中心市街地に大きな影響

を与えていることから、ＪＲ東舞鶴駅周辺に都市機能を集約するとと

もに、人口減少が著しい駅北側の商店街周辺を居住誘導区域に設定す

ることで駅を中心とした均衡あるまちづくりを進めていく。 

 

 

 

 

◆ 数値 

◇ 人口 

現状（平成２８年９月末 住民基本台帳人口） 

３，３１０人 

 

 

 

◇ 若年者人口 

現状（平成２７年国勢調査人口１５～２９歳 市域全体） 

１１，５１９人 

 

 

◇ 事業所数 
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中丹地域商業ガイドライン見直し案 新旧対照表 （組織名等の変更を除く）   
■舞鶴市の中心市街地エリアの概要 東地区（Ｐ１０、１１）     

現   行 見直し案 

 

現状（平成１６年事業所・企業統計調査 市域全体） 

４，６６６所 

 

 

    ◇ 従業者数 

          現状（平成１６年事業所・企業統計調査 市域全体） 

            ３２，６８５人 

 

    ◇ 年間商品販売額 

          現状（平成１６年商業統計調査 市域全体） 

            １９，１０９，９５９万円 

 

    ◇ 主要駅の乗降客数 

          現状（平成１８年８月、乗客数） 

            ４４，９２３人 

 

    ◇ 歩行者通行量 

          現状（平成１７年６月） 

            ６，１４０人 

          ５年後（平成２４年度）目標 

            ７，０００人 

 

 

    ◇ 空き店舗数 

          現状（平成１３年） 

            ６５店舗 

 

 

現状（平成２６年経済センサス基礎調査 市域全体） 

３，８０５所 

 

 

◇ 従業者数 

現状（平成２６年経済センサス基礎調査 市域全体） 

２９，７１３人 

 

◇ 年間商品販売額 

現状（平成２６年商業統計調査 市域全体） 

１３，２９２，２００万円 

 

◇ 主要駅の乗降客数 

現状（平成２７年年間乗客数） 

５４８，０００人 

 

◇ 歩行者通行量 

現状（平成２９年６月） 

２，６９０人 

 

 

 

 

◇ 空き店舗数 

現状（平成２５年３月） 

５９店舗 
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中丹地域商業ガイドライン見直し案 新旧対照表 （組織名等の変更を除く） 

■舞鶴市の中心市街地エリアの概要 西地区（Ｐ１２、１３）    

現   行 見直し案 

 

西地区（舞鶴）の概要 

 

 

１ 区域 

北端：舞鶴西港 

東端：市道大内南４号線～市道七日市大内線 

南端：市道引土境谷線 

西端：国道１７５号～朝代紺屋町線～主要地方道志高・西舞鶴線～国

道２７号 

 

（略） 

現在においても、田辺城跡と城下町としてのたたずまいを残す古い町

並みや、歴史ある寺社仏閣など数多くの史跡が残されており、それら

の地域資源を活かしたまちづくりを進めている一方で、日本海側の玄

関口として、関西経済圏における北東アジア地域との経済・文化の交

流拠点として機能し、韓国などの対岸諸国との交流を深めている。 

 

 

３ 中心市街地エリアの総面積 

      約１，５４０千㎡ 

（略） 

５ 中心市街地活性化基本計画の国の認定等の状況 

      認定申請について検討中 

 

 

 

 

 

舞鶴市の中心市街地エリアの概要（舞鶴市立地適正化計画に基づく誘

導区域） 西地区 

 

１ 区域 

北端：国道 175 号～国道 27 号 

東端：市道海舞鶴線～府道小倉西舞鶴線～市道伊佐津七日市線 

南端：市道引土伊佐津線 

西端：市道新町松陰線～朝代紺屋線～宮前引土新町線～引土島崎線～ 

   府道志高西舞鶴線～国道 27 号 

 

（略） 

現在においても、田辺城址と城下町としてのたたずまいを残す古い町

並みや、歴史ある寺社仏閣など数多くの史跡が残されており、それら

の地域資源を活かしたまちづくりを進めている。西舞鶴駅ではＪＲと

京都丹後鉄道の 2 路線が乗り入れ、接続駅となっている。西舞鶴駅北

側では、中心市街地を形成してきた商店街が位置しており、南側には

大型商業施設が立地している。 

 

３ 中心市街地エリアの総面積 

約８７５千㎡ 

（略） 

５ 中心市街地活性化基本計画の国の認定等の状況 

なし 



- 11 - 

中丹地域商業ガイドライン見直し案 新旧対照表 （組織名等の変更を除く） 

■舞鶴市の中心市街地エリアの概要 西地区（Ｐ１３）   

現   行 見直し案 

 

６ 中心市街地エリアの現状と将来目標 

  ◆ 市街地整備改善及び商業等の活性化の基本方向 

  西地区中心市街地も東地区と同様に人口減少と高齢化が進んでい

る。西地区の商店街はＪＲ西舞鶴駅から西北方向に集積しており、南

北に長い形態となっている。東地区と同様に来街者の減少による売上

の減少、商店主の高齢化、後継者不足などによる空き店舗・空き地の

増加といった衰退が見られる。西地区の商業活性化のためには、個店

の魅力だけでなく、まち全体の魅力づくりが必要となるため、西地区

については、城下町らしい歴史的な地域資源、祭や地域の伝統文化を

有効活用し、商業が集積しているエリアとの回遊も魅力を高め、市民

や訪れる人にとって魅力的なまちづくりを進める。 

 

  ◆ 数値目標 

    ◇ 人口 

          現状（平成１７年国勢調査人口） 

            ７，１４９人 

          ５年後（平成２４年度）目標 

            ７，７００人 

 

    ◇ 若年者人口 

          現状（平成１７年国勢調査人口１５～２９歳 市域全体） 

            １４，２７７人 

             

    ◇ 事業所数 

          現状（平成１６年事業所・企業統計調査 市域全体） 

            ４，６６６所 

 

 

６ 中心市街地エリアの現状と将来目標 

◆ 市街地整備改善及び商業等の活性化の基本方向 

西地区は、市街地にまとまって集積している商店街において来街者

の減少による売上の減少、商店主の高齢化、後継者不足などによる空

き店舗・空き地の増加といった商業の衰退が中心市街地に大きな影響

を与えていることから、ＪＲ西舞鶴駅周辺に都市機能を集約するとと

もに、人口減少が著しい駅北側の商店街周辺を居住誘導区域に設定す

ることで駅を中心とした均衡あるまちづくりを進めていく。 

 

 

 

 

◆ 数値 

◇ 人口 

現状（平成２８年９月末  住民基本台帳人口） 

３，２１８人 

 

 

 

◇ 若年者人口 

現状（平成２７年国勢調査人口１５～２９歳 市域全体） 

１１，５１９人 

 

◇ 事業所数 

現状（平成２６年経済センサス基礎調査 市域全体） 

３，８０５所 
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中丹地域商業ガイドライン見直し案 新旧対照表 （組織名等の変更を除く） 

■舞鶴市の中心市街地エリアの概要 西地区（Ｐ１３、１４）    

現   行 見直し案 

 

    ◇ 従業者数 

          現状（平成１６年事業所・企業統計調査 市域全体） 

            ３２，６８５人 

             

    ◇ 年間商品販売額 

          現状（平成１６年商業統計調査 市域全体） 

            １９，１０９，９５９万円 

 

    ◇ 主要駅の乗降客数 

          現状（平成１８年８月、乗客数） 

            ４１，０６５人 

                                 

    ◇ 歩行者通行量 

          現状（平成１７年６月） 

            ８，６３８人 

          ５年後（平成２４年度）目標 

            ９，０００人 

 

    ◇ 空き店舗数 

          現状（平成１３年） 

            ４７店舗 

 

 

 

 

 

 

◇ 従業者数 

現状（平成２６年経済センサス基礎調査 市域全体） 

２９，７１３人 

 

◇ 年間商品販売額 

現状（平成２６年商業統計調査 市域全体） 

１３，２９２，２００万円 

 

◇ 主要駅の乗降客数 

現状（平成２７年年間乗客数） 

５１８，０００人 

 

◇ 歩行者通行量 

現状（平成２９年６月） 

４，５２８人 

 

 

 

◇ 空き店舗数 

現状（平成２５年３月） 

４８店舗 
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中丹地域商業ガイドライン見直し案 新旧対照表 （組織名等の変更を除く） 

■綾部市の中心市街地（ＪＲ綾部駅周辺地区）エリアの概要（Ｐ１５、１６） 

現   行 見直し案 

 

綾部市中心市街地（ＪＲ綾部駅周辺地区）の概要 

（略） 

２ 中心市街地エリアの現況・特色 

（略） 

都市基盤が充実してきたところであるが、居住の郊外化、消費の流出

により空洞化が進み、エリア内の商店街等も賑わいが薄れ、居住人口

の減少、高齢化の進行、空き地の増加など深刻な状況にある。 

 エリア内の古民家や歴史的建造物などの資産を活かし、商業者や市

民とともに、魅力ある商業環境の創出、都市住民との交流促進等によ

り活性化を図ることと合わせ、ＪＲ綾部駅北側駅前の市街地整備が課

題となっている。 

 

 

 

 

 

（略） 

５ 中心市街地活性化基本計画の国の認定等の状況 

認定申請について検討中 

 

 

６ 中心市街地エリアの現状と将来目標 

（略） 

また、ＪＲ綾部駅北側駅前には遊休地があり、それらの土地の活用

を図ることにより、綾部の玄関としてふさわしい市街地整備を行い、

駅南側も含めた中心市街地への居住促進を図る。 

 

 

綾部市の中心市街地（ＪＲ綾部駅周辺地区）エリアの概要 

（略） 

２ 中心市街地エリアの現況・特色 

（略） 

都市基盤が充実してきたことに伴い、大規模小売店舗の立地や、民間

企業による住宅開発が活発に行われている。このことにより、商業活

動の重心が駅北側に移行しつつある。駅南側の商店街については、消

費の流出により空洞化が進み、エリア内の商店街等も賑わいが薄れ、

空き地、空き家の増加など深刻な状況にある。 

 エリア内の古民家や歴史的建造物などの資産や、平成２６年に総合

交流拠点施設として整備したあやべグンゼスクエアを活かし、商業者

や市民とともに魅力ある商業環境の創出、都市住民との交流促進等を

図ることにより、ＪＲ綾部駅で隔てた南北地域のバランスのとれたま

ちづくりを進めなければならない。 

 

 

（略） 

５ 中心市街地活性化基本計画の国の認定等の状況 

なし 

 

 

６ 中心市街地エリアの現状と将来目標 

（略） 

また、ＪＲ綾部駅北側には都市住民との交流を目的とした施設整備

や、住宅開発、商業施設立地が進められてきたことにより、綾部の玄

関としてふさわしい市街地整備が整ってきた。 

これら南北の商業地域等の魅力を相互に発信し、人が行き来するエ 
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中丹地域商業ガイドライン見直し案 新旧対照表 （組織名等の変更を除く） 

■綾部市の中心市街地（ＪＲ綾部駅周辺地区）エリアの概要（Ｐ１６、１７）    

現   行 見直し案 

 

 

◆ 数値目標 

◇ 人口 

現状（平成１８年３月末、住民基本台帳人口） 

３，０４４人 

５年後（平成２４年度）目標 

３，２００人 

１０年後（平成２９年度）目標 

３，５００人 

 

◇ 若年者人口 

現状（平成１７年国勢調査人口１５～２９歳） 

４２９人 

５年後（平成２４年度）目標 

４５０人 

１０年後（平成２９年度）目標 

５００人 

 

◇ 事業所数 

現状（平成１６年事業所・企業統計調査） 

４８７所 

５年後（平成２４年度）目標 

４９０所 

リアづくりを図る。 

 

◆ 数値目標 

◇ 人口 

現状（平成２９年３月末、住民基本台帳人口） 

２，８０８人 

５年後（平成３４年度）目標 

２，９００人 

１０年後（平成３９年度）目標 

３，２００人 

 

◇ 若年者人口 

現状（平成２７年国勢調査人口１５～２９歳） 

３５６人 

５年後（平成３４年度）目標 

３７０人 

１０年後（平成３９年度）目標 

４２０人 

 

◇ 事業所数 

現状（平成２６年経済センサス基礎調査） 

４７７所 

５年後（平成３４年度）目標 

４８０所 
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中丹地域商業ガイドライン見直し案 新旧対照表 （組織名等の変更を除く） 

■綾部市の中心市街地（ＪＲ綾部駅周辺地区）エリアの概要（Ｐ１７）    

現   行 見直し案 

 

１０年後（平成２９年度）目標 

５００所 

 

◇ 従業者数 

現状（平成１６年事業所・企業統計調査） 

４，１０３人 

５年後（平成２４年度）目標 

４，１３０人 

１０年後（平成２９年度）目標 

４，２００人 

 

 

１０年後（平成３９年度）目標 

４９０所 

 

◇ 従業者数 

現状（平成２６年経済センサス基礎調査） 

３，４３８人 

５年後（平成３４年度）目標 

３，４６０人 

１０年後（平成３９年度）目標 

３，５３０人 
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中丹地域商業ガイドライン見直し案 新旧対照表 （組織名等の変更を除く） 

■福知山市の誘導エリアの概要（Ｐ１９、２０）    

現   行 見直し案 

（略） 

２ 誘導エリアの総面積 

   約１，３７５千㎡ 

 

３ 周辺地域の現況 

(略) 

（２）本市の中心市街地の特徴は、大規模な再開発が行われているＪ

Ｒ駅舎に隣接し、今後、相対的に高い活力を発揮しなければならない

西部地区と、ドッコイセやイベント等文化性を絡めた商店活動と居住

空間として利便性を高める環境整備との調和を追及する東部地区と

いった、それぞれの特性を活かすことが重要である。 

（３）西部地区は、連続立体交差事業とそれに伴う駅周辺整備計画（平

成２０年度完成予定）等多額の資本を投入しており、駅周辺地区が「福

知山の顔の中の顔」として機能していかなければならない。 

（４）岩井・かしの木台周辺地区は大型店や郊外型店舗が立地してお

り、広域的な商圏の維持や集客による流入促進に繋がっている。今後

は良好な市街地の誘導を図り、中心市街地との相乗効果を図ってい

く。 

 

４ 主要駅（バス停）及び距離 

 ◆ ＪＲ福知山駅（誘導エリア地区内） 

 ◆ ＫＴＲ荒河かしの木台駅（誘導エリア地区外）当地区までの 

距離 500ｍ 

（略） 

２ 誘導エリアの総面積 

   約１３７ｈａ 

 

３ 周辺地域の現況 

(略) 

（２）本市の中心市街地の特徴は、大規模な再開発が行われたＪＲ駅

舎に隣接し、今後、相対的に高い活力を発揮しなければならない西部

地区と、ドッコイセやイベント等文化性を絡めた商店活動と居住空間

として利便性を高める環境整備との調和を追求する東部地区と、それ

ぞれの特性を活かすことが重要である。 

（３）西部地区は、連続立体交差事業と駅周辺整備事業等多額の資本

を投入しており、駅周辺地区が「福知山の顔の中の顔」として機能し

ていかなければならない。 

（４）岩井・かしの木台周辺地区は大型店や郊外型店舗が立地してお

り、広域的な商圏の維持や集客による流入促進に繋がっている。今後

も良好な土地利用の誘導を図り、中心市街地との相乗効果を図ってい

く。 

 

４ 主要駅（バス停）及び距離 

 ◆ ＪＲ福知山駅（誘導エリア地区内） 

 ◆ 京都丹後鉄道荒河かしの木台駅（誘導エリア地区外）当地区 

までの距離 500ｍ 
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中丹地域商業ガイドライン見直し案 新旧対照表 （組織名等の変更を除く）   
■舞鶴市の誘導エリアの概要（Ｐ２１）     

現   行 見直し案 

 

１ 誘導エリアの区域 

◆ 現況用途地域 

        商業地域、近隣商業地域、準工業地域 

 

 

２ 誘導エリアの総面積 

      約６，３４４千㎡ 

 

１ 誘導エリアの区域 

◆ 現況用途地域 

商業地域、近隣商業地域、準工業地域 

（うち一部地域除く） 

 

２ 誘導エリアの総面積 

約５，３５９千㎡ 
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中丹地域商業ガイドライン見直し案 新旧対照表 （組織名等の変更を除く）   
■綾部市の誘導エリアの概要（Ｐ２２、２３）     

現   行 見直し案 

 

 綾部市誘導エリアの概要 

 

（略） 

３ 周辺地域の現況 

（略） 

（２）平成１１年にＪＲ綾部駅北口が開設され、北側駅前の市街地整

備が求められている。 

 

（３）誘導エリア東側に隣接する青野町には、住宅地整備や集合住宅

の建設により居住が進んでいる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 綾部市の誘導エリアの概要 

 

（略） 

３ 周辺地域の現況 

（略） 

（２）平成１１年にＪＲ綾部駅北口が開設され、駅北周辺の宅地開発

や、大型小売店舗の立地等が進み、商業、もの、人の流れの中

心となっている。 

（３）駅北側や誘導エリア東側に隣接する青野町には、住宅地整備や 

集合住宅の建設により居住が進んでいる。 
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中丹地域商業ガイドライン見直し案 新旧対照表 （組織名等の変更を除く） 

■エリア図 福知山市（Ｐ２４）    

現   行 見直し案 
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中丹地域商業ガイドライン見直し案 新旧対照表 （組織名等の変更を除く） 

■エリア図 福知山市（Ｐ２５）    

現   行 見直し案 

 

（追加） 
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中丹地域商業ガイドライン見直し案 新旧対照表 （組織名等の変更を除く） 

■エリア図 舞鶴市 東地区（Ｐ２６）    

現   行 見直し案 
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中丹地域商業ガイドライン見直し案 新旧対照表 （組織名等の変更を除く） 

■エリア図 舞鶴市 西地区（Ｐ２７）    

現   行 見直し案 
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中丹地域商業ガイドライン見直し案 新旧対照表 （組織名等の変更を除く） 

■エリア図 舞鶴市 東地区 西地区（Ｐ２８）    

現   行 見直し案 

 

（追加） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


